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KDDが通信衛星と送受信する
地球局の研究に最初に着手したの
は1962年（昭和37）である。当時、
KDDでは衛星通信で使われるマ
イクロ波の回線は東京～小室～八
俣～小山間に細々と存在していた
にすぎなかった。対流圏散乱波通
信の実験で培ったマイクロ波技術
のノウハウはあったものの、研究
者はほんのわずかしかいなかっ
た。
KDDは各研究室から送信、受

信、アンテナ、衛星追尾、管制制
御（コンピュータ関連）の担当者
を選抜し、地球局建設へ向けて活
動を開始した。それまで短波通信
の研究をしていたスタッフは、ま
ず、教科書を買ってきて、みんな
で勉強を始めるというところか

ら、スタートしたのである。
中でも苦労したのが実験用の大
アンテナの形式をどうするかとい
う問題であった。当時の地上マイ
クロ波の伝送技術から見て、最高
の性能を持っていたのはホーンリ
フレクタアンテナである。しかし、
このアンテナを地球局で使用する
ためにはかなりの大型であること
が必要であった。当時の衛星は中
高度衛星で、その位置が刻々と移
動するため、これを高速度で追い
かけるためには、大がかりなホー
ンリフレクタアンテナを製作しな
ければならなかった。アメリカと
フランスはこのアンテナを使用し
たが、イギリスは普通のパラボラ
アンテナを採用した。KDDでは
アンテナの形式について、熱い論

議が交わされた。結局、採用され
たのは、まだ生まれたてのカセグ
レンアンテナであった。国際間の
実験でこの新方式のアンテナを採
用したのは、当時としては勇気の
いる決断であった。
地球局の設置場所は国内の電話
用マイクロ網との相互干渉や将来
の運用のことなどを考慮して茨城
県十王町に決まり、疑似衛星が石
尊山の山頂付近に設けられた。疑
似衛星とは地球局の性能を測定す
るために、電波を出す設備のこと
である。スタッフは電波の混信調
査などのために、トラックに測定
機器を積んで登山靴で各地に出か
けた。
63年１月から実験施設の建設が

始まった。最初の実験はテルスタ
ー衛星のビーコン電波受信による
衛星追尾であった。七夕の７月７
日、電波受信の瞬間にメーターの
針がピンと揺れた。この感激の瞬
間を記録にとどめようと、スタッ
フの何人かがカメラのシャッター
を押した。こうして、地球局によ
る通信衛星の実験は幸先のよいス
タートを切ったのである。
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